
（別紙３）

～ 2026年　2月　14日

（対象者数） （回答者数）

～ 2026年　2月　6日

（対象者数） 6 （回答者数）
6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・敷地の広さや体育館、グラウンドなどの環境を活かし、職

員が活動内容を工夫しながら支援の質の向上につなげてい

く。

・思いきり身体を動かして活動できる環境を活かしつつ、安

全面への配慮についても引き続き職員が意識して取り組んで

いく。

2

・より良い支援につながるよう研修へ参加し、その内容を研

修報告などを通して職員全体で共有し、継続的なスキルアッ

プを図っていく。

・保護者に対しても、事業所での取り組みや支援内容を分か

りやすく伝え、共通理解を深めていく。

3

・講師からの助言を職員のスキル向上につなげるとともに、

引き続きカンファレンス（振り返り）を行いながら、より良

い支援へとつなげていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・職員の勤務時間や勤務体制の違い、兼務している職員もい

るため全員参加は難しいが、記録を残すことや療育前の情報

共有などを行い、引き続き工夫していく。

2

・地域との関わりという視点から、どのような取り組みがで

きるか職員間で検討していく。

・他事業所との交流についても、事業所間で連携を図りなが

ら少しずつ広げていく。

3

・連絡帳で様子を伝えるほか、掲示やお知らせなど、他の方

法についても職員間で検討していく。

・また、大規模災害時の引き渡し方法についても、保護者に

分かりやすく周知していく必要がある。

○事業所名 放課後等デイサービス　シエル

○保護者評価実施期間
2026年　1月　23日

○保護者評価有効回答数

2026年　1月　23日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　3月　5日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

・避難訓練の実施について、その日の利用児童の連絡帳では保

護者に伝えているが、他の保護者への周知が十分にできていな

い。

・児童発達支援と放課後等デイサービスの多機能型事業所のた

め、放課後等デイサービスで実施した避難訓練の内容を、保護

者へ分かりやすく伝える機会が少ない。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・勤務体制が職員によって異なるため、職員全員で会議を行う

ことが難しい。

・カンファレンスはその日に出勤している職員で実施してい

る。

・当日参加できない職員については、翌日の療育前などに内容

を共有する形となっている。

・地域とのつながりを広げることが難しい。 ・法人内で開催されるフェスティバルやハロウィンなど、他事

業所と交流する行事への参加が中心となっている。

・敷地内にグラウンドや体育館、プールがあり、活動の幅を広

げることができる。

・その日の職員体制や利用児童の人数、子どもの意思も踏まえ

ながら、体育館やグラウンドに行く機会を設け、療育活動の幅

を広げている。

・体育館には平均台やマットなどの設備があり、また法人内に

こども園があるため、必要に応じて備品を借りることができ、

活動内容を充実させている。

・子どもの状況に応じて個別対応が可能であり、必要に応じて

個室へ移動できる環境が整っている。

・一人ひとりに合った支援方法について職員間で話し合い、共

通理解を図りながら実践している。

・その支援内容については、連絡帳や送迎時などを通して保護

者へ丁寧に伝えられるよう工夫している。

・感覚統合やABA分析について専門家の講師を招き、勉強会を

通して支援方法の助言やフィードバックを受け、日々の支援に

活かしている。

・子どもの状況について職員間で共有し、記録を残すことで、

どの職員でも状況を把握できる体制を整えている。

・また、講師の先生方から支援方法についての具体的なアドバ

イスを受けることができている。

放課後等デイサービス事業所における自己評価総括表公表


